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このガイドでは、Oracle Hyperion Calculation Managerのアクセシビリティおよび互換性の機能を説明しま
す。Calculation Managerとの併用に推奨されるスクリーン・リーダーと拡大鏡の詳細は、『Hyperion Calculation
Manager Readme』を参照してください。

アクセシビリティの使用可能
Calculation Manager用に、OracleではJAWS 8スクリーン・リーダーとMAGiC 10.5スクリーン拡大鏡をサポートしていま
す。詳細は、これらの製品のドキュメントを参照してください。

注：

JAWSとMAGiCの併用またはスクリーン・リーダーとしてのMAGiCの使用は行わないでください。

JAWS画面読取りソフトウェアを使用している場合は、Internet Explorerブラウザを使用することをお薦
めします。

JAWSのプリファレンスの設定
JAWSのプリファレンスは、JAWSでページを正しく読み取り、ユーザー・インタフェースの更新に対応できるように設定し
てください。MAGiCは、Calculation Managerと併用する際に構成を変更する必要はありません。

JAWSでカスタマイズする必要があるプリファレンスのリストを次に示します。

• JAWSで「Forms Mode Auto Off」を使用不可にします。

JAWSで「Forms Mode Auto Off」を使用不可にするには、「Utilities」、「Configuration Manager」、「Set
Options」、「HTML Options」、「Misc」、「Forms Mode Auto Off」の順に選択します。
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• DHTMLアプリケーションを使用する場合は、仮想PCカーソルを使用不可にし、通常のドキュメントを読み取るときに
使用可能にします。

カーソルのデフォルト状態を設定するには、次のいずれかのタスクを実行します:
○ ショートカット・キーで[Ctrl]を押しながら[Alt]およびテンキーの[+]を押して、仮想PCカーソルを切り替えます。
○ 「Utilities」、「Configuration Manager」、「Set Options」、「Advanced Options」、「Use Virtual PC Cursor」の順に

選択します。
• JAWSの「Verbosity Options」で「Control Group Name」プリファレンスを使用不可にしてください。これにより、ユー

ザー・インタフェースのレイアウトによって生じるコントロールの読取りの重複を防げます。

JAWSの「Verbosity Options」で「Control Group Name」プリファレンスを使用不可にするに
は、「Utilities」、「Configuration Manager」、「Set Options」、「Verbosity Options」、「Beginner Preferences」(または
選択されている詳細レベル)、「Control Group Name」の順で選択します。

スクリーン・リーダー・サポートの使用可能
Calculation Managerのスクリーン・リーダー・サポートを使用可能にすると、Calculation Managerでプリファレンス・スク
リーン・リーダー、拡大鏡などのツールを併用できます。スクリーン・リーダー・サポートを使用可能にしないと、アクセシビ
リティ・ツールではCalculation Managerのほとんどが使用できません。セッション中にこの設定を変更した場合、ブラウザ
を再起動して変更を使用可能にする必要があります。

注：

Internet Explorer 8および9を使用する場合、「スクリーン・リーダー・サポートの使用可能」オプション
は、Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceの「ユーザー・プリファレンス」の
「全般」タブに表示されます。

アクセシビリティを使用可能にするには:

1. EPM Workspaceで、「ファイル」、「プリファレンス」の順に選択します。
2. 「アクセシビリティ・モード」から「スクリーン・リーダー・サポートの使用可能」を選択します。
3. 「OK」をクリックします。

高コントラスト・モードの設定
高コントラスト・カラー・モードはアクセシビリティを高めるために使用できます。このオプションは、スクリーン・リーダーが
サポートされているプラットフォームでのみサポートされています。

高コントラスト・モードを設定するには:

1. 次のいずれかのタスクを行います:

• 「ファイル」、「プリファレンス」の順に選択します。「アクセシビリティ・モード」の「テーマの選択」メニューから「高
コントラスト」を選択します。

• [Ctrl]を押しながら[Shift]と[H]を押して、通常モードと高コントラスト・モードを切り替えます。EPM Workspaceを再
起動するか作業を続けるかを確認するプロンプトが表示されます。再起動した場合、透過的に再認証されます。

2. 「OK」をクリックします。
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アクセシビリティ・モードでの操作
Calculation Managerのアクセシビリティ・モードで作業する際の推奨事項のリストを次に示します。

• Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceで[Tab]キーを押して、Calculation Managerにアク
セスします。Calculation Managerでは、アクセス・キー[Q]を押してCalculation Manager内のモジュールに移動します
(「データベース・プロパティ」、「変数デザイナ」など)。

• Calculation Managerに移動した後で、メイン・コンテンツ領域に移動するには、[ALT]+[W]を押してシステム・ビュー
にフォーカスを移動します。製品ノード(たとえばOracle Hyperion Planningノード)に移動するには[Tab]キーを使用しま
す。

• システム・ビューでは、「表示」メニューは[ALT]+[W]を選択することでのみ展開できます。「ビューの選択」メニューに
移動するには、[Tab]キーを使用してその中のビューに移動し、[↓]キーを使用します。

• Calculation Managerのサブメニューを使用している場合、サブメニューのニーモニック・ショート・カットはサブメ
ニューを表示する場合にのみ機能します。ニーモニック・ショート・カットを使用してマスター・メニューを展開した後
に、右矢印キー(→)を選択してサブ・メニューを表示する必要があります。サブメニューにアクセスした後、最初のオプ
ションがデフォルトで選択されます。そこで、定義済ニーモニックを使用してサブメニュー内を移動できます。

• ルックアップ内を移動するには、ルックアップのロード時に[ALT]+[SHIFT]+[H]を押します。次に、[Tab]キーを押してツ
リー表の列ヘッダーにフォーカスを移動し、下矢印キーを押して最初の行/メンバーを選択します。

• 複数のアイテムを選択するには[SHIFT]+[↓]を押します。複数のアイテムを選択解除または選択するには、
[SHIFT]+[CTRL]+[↓]/[↑]を押します。

ビジネス・ルールの操作
Calculation Managerでビジネス・ルールを操作する際の推奨事項のリストを次に示します。

• 「新規オブジェクト」および「既存のオブジェクト」パレットからビジネス・ルールのフロー・チャートにコンポーネント
をドラッグ・アンド・ドロップするには、「新規オブジェクト」および「既存のオブジェクト」からオブジェクトを選択し、
[CTRL]+[C]を押してコピーします。[CTRL]+[M]を押してルール・フロー・チャートにフォーカスを設定し、[T]を押して
コンポーネントを目的の場所に貼り付けます。

• ビジネス・ルールのフロー・チャート内の2つのコンポーネントの間でオブジェクトを貼り付けるには、新しいコンポーネ
ントを表示する位置の左にあるコンポーネントを選択してから、[T]を押してコンポーネントを貼り付けます。

• ビジネス・ルールのフロー・チャートからコンポーネントを削除するには、[Delete]キーを押します。

ユーザー・インタフェースでの[Tab]キーの使用
Calculation Managerユーザー・インタフェースのデフォルトのタブ順は、左から右、上から下に移動します。コンポーネン
トの順序は、ツールバー、検索コントロール、オブジェクト・パレット、コンテンツ領域、コンテンツ領域(下)タブ・バーです。
タブ順は両方向にループするので、最後のアイテムでタブ移動するとフォーカスは最初のアイテムに戻り、最初のアイ
テムから逆にタブ移動すると最後のアイテムに移動します。

Calculation Managerのキーボード同等操作
この項では、Calculation Managerのアクセシビリティ・キーについて説明します。
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グローバル・ツールバーのキー
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システム・ビューのキー
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フィルタ・ビューのキー



Calculation Managerアクセシビリティ・ガイド リリース11.1.2.4.000 7

デプロイメント・ビューのキー
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カスタム・ビューのキー

注：

「既存のオブジェクト」パレットから、オブジェクトを選択し、[CTRL]+[SHIFT]+[C]を押してオブ
ジェクトをコピーできます。次に、メイン・コンテンツ領域でオブジェクトをコピーする場所を選択し、
[CTRL]+[SHIFT]+[P]を押して、選択したオブジェクトを選択したフォルダにコピーできます。

「カスタム」ビューのメイン・コンテンツ領域で、[CTRL]+[SHIFT]+[X]を押してフォルダ内のオブジェク
トを選択できます。次に、別のフォルダを選択し、[CTRL]+[SHIFT]+[P]を押して、最初のフォルダから2
番目のフォルダに選択したオブジェクトを移動します。



Calculation Managerアクセシビリティ・ガイド リリース11.1.2.4.000 9

ルール・デザイナのキー
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テンプレート・デザイナのキー
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ルールセット・デザイナのキー
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変数デザイナのキー

データベース・プロパティのキー
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データベース・チューニングのキー

スクリプト・デバッガのキー
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スクリプト・コンポーネントのキー

式コンポーネントのキー
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グローバル検索および置換キー
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共通ダイアログ・キー
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セレクタ・ダイアログのキー

オンライン・ヘルプのキー
次の表は、オンライン・ヘルプのキーボード・ショートカットを示します。

表1 オンライン・ヘルプ用のキーボード・ショートカット

キーボード・ショートカット 説明
[Ctrl]+[Shift]+[1] 「コンテンツ」タブを開いてそこへフォーカスを移動します。

[Ctrl]+[Shift]+[2] 「インデックス」タブを開いてそこへフォーカスを移動します。

[Ctrl]+[Shift]+[3] 「検索」タブを開いてそこへフォーカスを移動します。

[Ctrl]+[Shift]+[4] フォーカスをヘルプ・トピックを含むコンテンツ・フレームへ移
動します。
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グローバル・ナビゲーション・ショートカットの使用方法
Oracle Hyperion Calculation Managerには、一般的なナビゲーション用のキーボード・ショートカットが用意されていま
す。

表2 グローバル・ナビゲーション・ショートカット

キーボード・ショートカット アクション
[F10] メニュー・バーの最初の「メニュー」ボタンをフォーカスしてア

クティブにします(それぞれ[Alt]を押しながら文字アクセサを
押すことも可能)

[Ctrl]+[0] 現在のオブジェクト・パレットをフォーカスします(オブジェク
ト・パレットは自身をフォーカスできないため、これは最初の
有効な子をタブ順でフォーカスします)。オブジェクト・パレッ
トがない場合、何も行われません。

[Ctrl]+[1]、[2]...[9] 1番目、2番目の順に9番目までオブジェクト・パレットを選択
し、フォーカスをその最初のフォーカス可能な子に移動しま
す。

[Ctrl]+[R] フォーカス関連コンテンツ・コントロール

[Ctrl]+[B] フォーカス・コラボレーション領域コントロール

[Ctrl]+[G] Workspaceの下部のタブ・バー(オープン・モジュールをリスト
する)をフォーカスします。フォーカスが現在のタブへ移動し
ます。開いているタブがない場合、何も行われません。

[Ctrl]+[F] 「検索」テキスト・ボックスをフォーカスします

[Ctrl]+[T] ツールバーをフォーカスします。個々のボタンを選択するには
[Tab]キーを使用します。

[Ctrl]+[Y] コンテンツ領域をフォーカスします。他のオブジェクト・パレッ
トと同様、フォーカスをタブ順で最初の有効な子に移動しま
す。

[Ctrl]+[F4] 現在のモジュールを閉じます。開いているモジュールがない
場合、何も行われません。

[Ctrl]+[Shift]+[H] 高コントラスト・モードを切り替えます

[Ctrl]+[F6]、[Tab] フォーカスされているドキュメントを開くとフォーカスがiframe
へ移動してその外へ移動します

[Ctrl]+[Shift]+[F6] フォーカスをiframeから除去します

矢印キー([←]/[→]/[↓]/[↑]) エクスプローラ・モジュール内を移動して、グリッドまたはツ
リー・ビューで他のセルと行にアクセスします

一般的なユーザー・インタフェース要素のアクセシビリティ動作
次に、ユーザー・インタフェース要素をアクティブにするキーストロークと、ユーザー・インタフェース要素をフォーカスし
たときのスクリーン・リーダーの予期される動作を示します。

表3 ユーザー・インタフェース要素タイプ

ユーザー・インタフェース要素 アクション
ボタン [Enter]または[Space]を押すとボタンがアクティブになり、左ク

リックと同じアクションを起こします。



Calculation Managerアクセシビリティ・ガイド リリース11.1.2.4.000 23

ユーザー・インタフェース要素 アクション
コンボ・ボックス 1. [↑]または[↓]キーでは、ポップアップ・メニューを表示し、

コンボ・ボックス値を選択できます。
2. [Space]または[Enter]ではポップアップからコンボ・ボック

ス・アイテムを選択します。
3. 編集可能な場合、英数字キーで編集します。

ダイアログ 1. ダイアログ・ボックスに承認ボタンが定義されている場
合、[Enter]キーを押すとアクティブになります。

2. ダイアログ・ボックスはモーダルで、他のすべてのキー
ボード・イベントをブロックします。

コンテンツ領域(IFrame) 1. [Ctrl]を押しながら[F6]を押すと、コンテンツ領域(iframe)
へナビゲートし、最初の要素を選択します。

2. [Ctrl]を押しながら[Shift]と[F6]を押すと、コンテンツ領域
(iframe)の外へナビゲートし、フォーカスをコンテンツ領
域に戻します。

リスト 1. [↑]または[↓]キーでは、リスト要素で選択フォーカスを上
または下に移動します。選択は、継続的に更新されます。
矢印キーを押すと選択イベントが発生します。

2. [Ctrl]を押しながら[↑]または[↓]キーを押すと、現在の選
択を変更せずにフォーカスが上または下に移動します。
[Space]を使用してフォーカスしているアイテムを選択に
追加できます。

3. [Shift]を押しながら[↑]または[↓]キーを押すと、フォーカス
が上または下に移動し、新たにフォーカスしたアイテムが
選択に追加されます。

注：

リストが1つの選択のみサポートする場合、[Ctrl]および
[Shift]キー修飾子は無効です。

タブ・バー [←]または[→]キーでは選択のフォーカスを移動し、ただちに
新しいタブを選択します。選択のフォーカスはタブ・バーの端
からラップします。

テキスト・フィールド 1. 編集可能な場合、英数字キーで編集します。
2. [Tab]では、タブ順に移動します。
3. タブは、テキスト・フィールドの文字として入力できませ

ん。

ツリー [←][→]キーは、子があれば現在のノードを縮小または拡大
します。子がなけれあば、何も起きません。拡大は、非再帰的
です。ツリーにサブノードの前の展開状態が記録されている
場合は、その状態になります。

ドキュメントのフィードバック
このドキュメントへのフィードバックをお送りください: epmdoc_ww@oracle.com

次のソーシャル・メディア・サイトでEPM情報開発をフォローできます:
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• LinkedIn - http://www.linkedin.com/groups?gid=3127051&goback=.gmp_3127051
• Twitter - http://twitter.com/hyperionepminfo
• Facebook - http://www.facebook.com/pages/Hyperion-EPM-Info/102682103112642
• Google+ - https://plus.google.com/106915048672979407731/#106915048672979407731/posts
• YouTube - http://www.youtube.com/user/OracleEPMWebcasts

http://www.linkedin.com/groups?gid=3127051&goback=.gmp_3127051
http://twitter.com/hyperionepminfo
http://www.facebook.com/pages/Hyperion-EPM-Info/102682103112642
https://plus.google.com/106915048672979407731/#106915048672979407731/posts
http://www.youtube.com/user/OracleEPMWebcasts
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安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任とな
ります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、Oracle
Corporationおよびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

OracleおよびJavaはオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標で
ある場合があります。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用
し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro
Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに
関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除い
て、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保
証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよび
その関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生して
も一切の責任を負いかねます。
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